
平成１９年９月１日開催経工会幹事会議事録 
 
１．日時 平成１９年９月１日（土） 19:00 から 
１．場所 金沢工業大学校友会会議室 
１．出席幹事 宮元、百万、福田、今越、高木、池野 
１．議題 
 (1) 学生との連絡会報告に関する件 

(2) 穴水研修会の実施に関する件 
(3) 夏の異業種研修会の実施に関する件  
 (4) こぶし祭の応援に関する件 
  (5) 経工会メーリングリストの採用に関する件 
 
１．議事の経過及び結果 
  定刻に至り、会長が開会を宣し、議事録の作成者に百万副会長を指名し議事に入った。 
 
(1) 教員懇談会の報告に関する件 
 高木副会長より、内藤幹事長とともに 9 月１日（土）12：00 から 13：00 まで 14 号館

14.301 室にて 9 研究室の連絡幹事との第 1 回連絡会議を開催し、終身会費と卒業記念パ

ーティについて説明した。学生代表幹事に中島（池田研究室）を選任した。19 年度卒業

の経工会幹事に中野（三原研究室）が決定した。パーティの詳細説明は 2 月 1 日頃に開

催する第 2 回連絡会で行う。会費の徴収締切りは、卒研発表最後の日（2 月 28 日）に高

木副会長が集金にいくことで了解された。」との報告があった。 
  
(2) 穴水研修会について 

宮元会長より、穴水研修会について「川向氏より新潟、富山から 3 名出席の連絡があ

った。また、道・佐々木の両氏は日帰りを希望している。日帰りの場合の会費を設定す

る必要があるため協議したい。ちなみに穴水の宿泊費は、安価なため半額徴収としたい。

ただし、突然の変更は認めない。」との提案があり、承認された。池野氏より「ＨＰにも

そのことを掲載する。」との意見があり了解された。その後、会長から「申込み締切は、

手配の関係から 9 月 10 日(月)としたい。」との意見があり承認された。なお、教員への連

絡は、高木氏が早々に教員のメーリングリストを作成し配信することが決定した。さら

に会長より、「幹事や教員の連絡については、開催案内を付記してもらいたい。」との要

望があり、詳細は、ＨＰ参照ということで、バナーを貼付することとした。 
 

 (3) 夏の異業種研修会の報告に関する件 
  宮元会長より、「８月 19 日（日）開催の夏の異業種研修会には、教員が石井、土屋、

鈴木先生のほか、石井研究室の中野研究員がおいでになり、幹事を含め 16 名の参加があ

った。竹森さんの話ではタマホームの躍進が印象に残っている。教員の参加により緊張

しながらも活気のある充実した研修会であった。」との報告があった。 
  



(4) こぶし祭の応援について  
 宮元会長から「10 月 6 日から 8 日までのこぶし祭の応援スタッフを決める必要があり、

宮元、福田、井上は企画委員であり、高木は支部委員であることから主催者側のスタッフ

となるため、応援スタッフにはなれない。いずれ、企画委員会から要請がくるのでスタッ

フ募集について、その旨了解しておいていただきたい。また、こぶし祭チケットの割当が

150 枚あるため販売に協力してもらいたい。」との依頼があった。 
 
(5) 経工会メーリングリストの採用について 
 池野幹事より、「無料のメーリングリストを利用して連絡や報告について情報を共有する

ことができる。幹事連絡用と会員連絡用の二つくらいを設定すると便利になる。是非、採

用すればどうか。ＨＰの更新や研修会等の参加案内が簡単にできる。投稿機能を利用すれ

ば電子会議も可能になる。使い方については幹事とのテストにより理解してもらうことが

できる。」との提案があった。高木副会長が「会員参加の返信が登録者全員に来ると、混乱

する。幹事の連絡用であればよいが、広報用には不適ではないか。」との意見があり、池野

氏は「利用方法については、制限できる仕組みがあるとおもうので検討してみる。」と回答

した。ついては、幹事連絡用については便利な機能があるため採用を決定し、広報用の採

用については、池野、高木氏に一任することで了解された。 
 
以上を持って 21 時 25 分に会議を終了し、21 時 30 分に閉会した。 


